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２０２３年４月吉日 

BIPROGY 研究会  

関西支部・北陸地区支部 会員各位 
 

BIPROGY 研究会 
関西支部・北陸地区支部 事務局 

 

 

 

 
 
 

拝啓 日頃より BIPROGY 研究会活動にご協力、ご支援をいただき厚くお礼申し上げます。 

BIPROGY 研究会では会員の皆様が日常業務の中で抱えている課題や社会課題等を研究

テーマとし、テーマに関する知見を取得するのみに留まらず課題を克服すべく仮説を立て検

証し、研究活動成果を報告書として取り纏め発表していただく、研究活動を行っています。 

   

  ビジネスヒントの発掘や企業の枠を超えた人材育成、異業種交流の場という目的としてご

活用ください。活動を通じて自社へ活動成果をしっかり持ち帰っていただけるように、研究グ

ループ毎に BIPROGY グループ社員によるアドバイザー制度や運営メンバー、事務局によるフ

ォローをしっかりと行っていきたいと思います。 

 5月より新型コロナウィルス感染症の感染症法上の位置づけが変更されるに伴い、対面での

活動を増やし、異業種交流での人脈、視野の拡大に活かしていただきたいと思います。 

会員企業のマネジメント層の方、およびリーダ・担当者クラスの方々は、下記要領にてお申

し込みをお待ち申し上げております。 

敬具 

１． 研究活動の目的： 

・異業種交流（社外の年齢や経験、役職の枠を超えたメンバーとの交流） 

・人材育成（課題解決、仮説検証、チームビルディング、プロジェクトマネジメント、ファシリ 

テーション、ドキュメンテーション、プレゼンテーション、コミュニケーション能力の向上） 

・業務外分野探求への挑戦（失敗を恐れずチャレンジできるプロジェクト） 

・働き方改革による新しい活動形態への挑戦 

・活動成果の社外への発信（発表会や Web 掲載を通して参加者・参加会社の知名度ア 

ップ） 

  

２０２３年度 研究活動 参加者募集のご案内   

 

内 
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２．研究テーマ： 

下記キーワードと検証例より第一希望から第三希望までご希望をお伺いし、事務局にてグループとテーマを調整いたします。 

ご参加いただくにあたって、研究活動なので単なる知識を得るための勉強会ではなく、その知識や課題を如何に解決していくかという『研究活動』を通

じて成果を出すことを目的としております。 

No キーワード 推薦理由ならびに活動内容 テーマ（課題）の例 検証（解決手段）の例 

1 高齢者化社会 

高齢社会・超高齢社会ではこれまでの制度や体制では対応しきれない問題が露呈してきてい

る。具体的には、医療・福祉のあり方をはじめ、社会保障制度や財政の問題、現役世代の減

少・及び人口減少に伴う経済成長率の低迷、また、高齢者の QOL（クオリティ・オブ・ライフ）の

低下といった課題解決の可能性を探っていく。 

交通事故（運転免許証の返

納、等）、地方の高齢化（農業

などの産業の衰退）、介護、等 

メタバース(Web3.0)利用 

AI(ChatGPT も含む)利用 

ローコードによるアプリ開発 

クラウド利用 

ハードウェア作成 

他の IT技術の活用 

非 IT 

（非 ITは少ないが、過去の

例としては、紙芝居、マニ

ュアル／ガイド、カードゲー

ム、等） 

2 
少子化・子育て

支援 

少子化については、子ども同士のふれあいの減少等により自主性や社会性が育ちにくいといっ

た影響や、年金などの社会保障費用に係る現役世代の負担の増大、若年労働力の減少等に

よる社会の活力の低下等の影響が懸念されている。 

こうした状況を踏まえ、少子化の原因や背景となる要因に対応して子ども自身が健やかに育っ

ていける社会、子育てに喜びや楽しみを持ち安心して子どもを生み育てることができる社会を

形成していくことが必要である。 

保育園（事故、入園待ち、等）、

学童保育、PTA等の活動負

荷、共働き、家事／育児、等 

3 

コミュニケーショ

ン（家族、友人

／知人、地域、

等） 

コミュニケーションとは情報伝達や意思疎通などの表現、また意思を伝え合う、交流を図るなど

の行動を指す言葉のこと。 

コミュニケーションに関わる問題や課題解決を研究する。 

会社の同僚、同級生、クラブ／

サークル、家族／親戚、等 
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イベント（大阪万

博、旅行、グル

メ、等） 

・2025年 4月 13日～10月 13日(184日間)、夢洲(ゆめしま)を舞台に、“いのち輝く未来社会

のデザイン”をテーマに掲げ開催が決定。入場者予想は約 2,800万人、経済波及効果として

約２兆円が見込まれる中、関西が誇るライフサイエンスやバイオメディカルの進展、若手クリエー

タの創出等が期待される。東京オリンピックに向けた取組み等を参考に、ＩＴを活用した新たな

アイデアや枠組みを提言する。 

・新たなスポーツとして注目されている「e-スポーツ」。異業種参入などこれから大きなビジネス

チャンスになっていく分野として注目されている「e-スポーツ」をテーマに、具体的に分野を取り

上げて実現までに至るアイデアを研究する。 

大阪万博、ビジネスショウ、XX

フェス、旅行／ツアー、運動

会、お祭り（花火、納涼、等も含

む）、XXゲーム、等 

5 

ボランティア（ク

ラウドファンディ

ング等も含む） 

ボランティア活動の問題点は、メンバー不足やメンバーの高齢化、活動資金の不足である事が

多くなっている。 また、最近では偽ボランティアによる募金詐欺などの事件も発生しており、ボ

ランティアに対するイメージの悪化を招きつつあるため早急な対策が求められている。 

ボランティア（障害者、震災、ゴ

ミ拾い、等）、募金活動（クラウド

ファンディング、オークション、

等） 

6 
災害／防犯対

策 
いつ、どこで起こるかわからない災害／防犯。課題解決の可能性を探っていく。 

自然災害、パンデミック、事故、

犯罪、いじめ、ハラスメント、等 

7 
趣味の向上／

継続 

仕事終わりや週末に趣味のフットサルやテニス、料理、カメラや絵画などを楽しむことは、ストレ

ス発散や仕事へのモチベーションになる大切な時間である。一方で、始めた頃は楽しくやって

いたが続けていくうちにだんだんと飽きてきて、結局やめてしまう。継続するためには？ 

特技を伸ばしたい、新しく始め

たい／苦手だがやりたい、趣味

から XXに広げたい、等 

8 

人生 100年時

代、人生を楽し

むには 

100歳以上の人口は年々増加しており、「人生 100年時代」が現実味を増してきた。年を重ね

ても充実した生活を送るために、日々どのようなことに気をつけたらよいだろうか？ 

人生計画／将来象、ライフスタ

イル、健康寿命、バケットリスト、

等 

9 他（上記以外） 上記以外のテーマ   
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３．参加資格 ： 

  BIPROGY 研究会会員企業（企業の方であればどなたでも参加いただけます。） 

  主体的に取り組む意欲のある方を募集いたします。 

 

４．参加費用 ： 

  ① 本年度研究活動費として１企業あたり、 ￥20,000 を申し受けます。 

＊ 参加人数に係わらず、１企業あたり、￥20,000 

＊ 参加メンバー確定後、「連絡責任者」へ参加費用をご請求させていただきます。 

尚、請求書送付先が連絡責任者と異なる場合は申し込みの際に連絡欄に 

ご記入願います。 

  ② 活動のための移動交通費、宿泊などの経費は参加者の負担とさせていただきます。 

 

５．申し込み方法：https://form.biprogy.com/public/seminar/view/25031 

上記、BIPROGY 研究会Ｗｅｂよりお申し込みください。 

■ お申し込み締切日 ： ２０２３年 ５月１２日（金） 

 

６．研究活動の運営について： 

① グループ活動は１チーム５～７程度とさせていただきますが、お申し込み状況に 

よって判断させていただきます。 

＊異業種交流の観点からも同じテーマに同じ会員企業様が多くならないように調

整もさせていただきますのでご理解の程、お願いいたします。 

 

② 主体はご参加いただく皆様です。 

基本的にはグループに参加された方の自主活動で日中の業務時間内での会議が 

中心となりますのでご了承ください。 

また、BIPROGY グループもアドバイザーとして皆様の活動を支援いたします。 

 

７．活動期間と今後の予定： 

    ① 本年５月より２月末まで（発表会を除く）研究活動でグループにより差がありますが 

日中の通常業務時間内でグループ単位にて調整いただく会合として月２回程度 

の会合を見込みます。 

       活動のテーマにもよりますが、活動自体の回数、時間を多く費やすことは決して 

いいことではありません。 

ご自分の業務に支障をきたす活動は本来の活動の形ではありませんので、 

参加者が活動しやすいよう、社内調整やバックアップにご協力頂きます様お願い 

致します。 

テーマ選定にあたっては、テーマに関しての知見取得に時間を費やし、ストーリー 

を組み立てられなくならない様に、グループ内で工夫して頂き、アドバイザーの助 

https://form.biprogy.com/public/seminar/view/25031
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言を得ながら進めてください。 

    ② 発足式及び第１回目会合： 

関西支部・北陸地区支部で成立したグループの第１回目の会合は５月２４日（水）

午後の発足式後に予定いたします。詳細はグループ成立後に改めてご連絡いたし

ます。 

 ③ サマースクール： 

各グループリーダー、サブリーダーを対象に 8 月下旬から 9 月上旬にグルー 

プの中間報告をしていただくサマースクールを開催予定です。 

          ④ 活動報告書提出： 

来年１月下旬に活動成果を「研究活動報告書」として提出していただきます。 

＊研究活動運営委員の皆様により、活動報告書の表現力・構成力はもとより、 

実用性・有効性、先進性・独創性・独自性などの面を考慮して査読審査をさせ 

ていただきます。 

       ⑤ 発表会： 

来年３月８日（金）に「研究活動成果発表会」としてグループメンバー以外の方々に 

向けて発表をしていただきます。 

 

  ８．お問い合わせ先： 

    〒530-0011 大阪市北区大深町３－１ グランフロント大阪タワーB 

BIPROGY 株式会社 関西支社内 BIPROGY 研究会関西支部事務局 

担当：荒木（あらき）・山内（やまうち）・孫（そん）・冨山(とみやま) 

  e-mail : biprogy-ken-kansai@biprogy.com 

 

９．その他：  

ご報告いただいた研究活動成果（研究活動報告書、プレゼン資料その他資料を 

含みます。）の著作権は著作者に帰属するものとします。但し、著作者は、BIPROGY 

研究会が情報発信する機関誌や Web サイトにおいて、著作者の研究活動成果の 

掲載・配布に関する権利（個人名・会社名・所属先の公開を含みます。）を BIPROGY 

研究会に無償で許諾するものとします。      

この時期、会員様のご担当者の変更手続きが間に合わずに以前に登録された方へお

送りしてしまう場合がございますが予めご容赦いただきますようお願いいたします。  

                                               

         以上 

mailto:biprogy-ken-kansai@biprogy.com

